


























① J2 とJ3 が反義藤性的である場合はモデル全体に一様にフラストレーションが広がって
いる｡
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中 川 真 -
1サイ トあたり1電子を持つ Hubbard模型は電子相関を大きくした極限で哀
ピン 1/2の反強磁性 Heisenberg模型になる｡ 正方格子系については有限系で
は厳密計算日やモンテカルロ2,3)による計算などがなされているが､ 無限系の
厳密解は､ 末だ知 られていない｡ こうした状況において､ 我々は､ この反強磁






びてきた｡ これに対 し､ 我 々は､空間的に遠 くにある格子点間のRVBも取 り




ン配置で和をとってある｡ その際､パラメータとしては図 1 (例としてⅣ=26)
のように幾何学的種類分けによる重み Ⅹ 8- Ⅹ 3を用いている｡求まった基底エ
ネルギー (1スピン当りで､ 単位は交換相互作用 J)を図 2 (例としてN=26)
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